
2003年出上の木簡
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宮
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全
あ
九
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所
在
地
　
　
　
宮
城
県
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川
内

調
査
期
間
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第
四
次
調
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一
九
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七
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一
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七
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調
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〇
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発
掘
機
関
　
　
東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　
梶
原
　
洋

・
佐
久
間
光
平

一
一　
藤
沢
　
教

・
関
根
達
人

・
菊
池
佳
子

〓
一　
藤
沢
　
教

・
関
根
達
人

・
京
野
恵
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
跡

・
軍

事
施
設
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世
、
近

代
７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

ω

　

仙
台
城
跡
二
の
九
地
区
は
、

仙

仙
台
市
街
地
の
西
方
、
広
瀬
川

の
対
岸
、
通
称
青
葉
山
の
東
端

に
位
置
し
て
い
る
。
本
九

・
三
の
九
と
と
も
に
仙
台
城
を
構
成
す
る

一
部
で
あ

る
。
二
の
九
は
、
造
営
以
後
、
主
に
仙
台
藩
の
政
治

・
諸
儀
式
の
中
心
と
し
て

機
能
す
る
よ
う
に
な
り
、
二
代
藩
主
以
降
は
、
そ
の
居
館
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
造
営
以
前
に
は
、
こ
の
場
所
に
伊
達
政
宗
の
四
男
伊
達
宗
泰
の
屋
敷
が

置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
宗
の
長
女
五
郎
八
姫
の
帰
仙

に
際
し
て
、
そ
の
居
館
で
あ
る
西
屋
敷
が
造
営
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。

東
北
大
学
構
内
の
施
設
整
備
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に

一
七
カ
次
の
調
査
が

行
な
わ
れ
て
お
り
、
西
屋
敷
や
二
の
九
の
建
物
の
一
部
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い

之つ
。第

四
次
調
査
地
点
は
、
二
の
九
北
東
部
東
側
外
郭
線
付
近
に
相
当
す
る
。
木

簡
は
江
戸
時
代
初
頭
の
六
ａ
層
か
ら

一
点
が
出
土
し
た
。

第

一
二
次
調
査
地
点
は
、
二
の
九
と
北
方
の
武
家
屋
敷
地
区
を
区
画
し
て
い

た
堀
の
北
岸
付
近
に
相
当
す
る
場
所
で
あ
る
。
木
簡
は
三
層
、
三
ａ
層
、
三
ａ

ｔ
三
ｃ
層
、
三
ｄ
層
、
四
層
、　
一
号
溝
、
三
号
溝
な
ど
か
ら
計
七
三
点
が
出
土

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
日
清
戦
争
前
後
か
ら
第

一
次
大
戦
前
後
、　
一
九
世
紀
後
半

か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
頃
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

第

一
七
次
調
査
地
点
は
、
二
の
九
の
中
で
も
妻
妾
の
居
住
域
で
あ
る

「中

奥
」
の
、
西
端
を
区
画
す
る
塀
付
近
に
あ
た
る
。
木
簡
は
七
号
土
抗

（
一
人
世

紀
末
葉
―
一
九
世
紀
初
頭
）
か
ら

一
点
、　
一
九
号
土
坑

盆

八
世
紀
末
頃
）
か
ら

一

点
出
土
し
た
。
ま
た
、
二
九
号
土
坑

（
一
人
世
紀
頃
か
？
し
か
ら
は
木
簡
二
点
が

出
上
し
た
。



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
四
次
調
査

ω
　
。
「
ｏ
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Ｐいい×
囀ＰＸ
い　
ｏいい

蓋
暴
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
た
の
は
そ
の
一
部
分
で
あ
る
。

形
状
か
ら
荷
札
木
歯
と
考
え
ら
れ
る
。

一
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第

一
二
次
調
査

三
層
上
面

名
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日
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回
西
中
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日
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。国大隊

行
　
　
　
　
　
　
」

ω
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・
「
。
山
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Ⅲ

Ш
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。
「
ｏ
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。
「
ｏ
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一
中
隊
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。
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兵

第
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Ц
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ｏ
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⑩

　
。
「
。
咽

剛

班

」

・
「
ｏ
補
助
兵
」

。
「
ア
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□
□
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名
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田
□
　
」
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村
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ｏ
Ｐ
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⑩　。「∴卿繭坤腫叙・中

山
科
金
蔵
様
行
　
」

。「。剃
朋靭
報雄
螂

山
科
作
兵
衛
　
」

三
ｄ
層

側

　

「大
正
三
口
日

分
数
日
□

国

。「ｏ帥塁爛榔雁軋乾″了太隊　　　　ｏ

石
川
義
治
様
行
キ
　
　
　
　
」

。
「　
安
達
郡
小
浜
町
□
口
小
□
成
□

ｏ字
小
網
川□太
郎様
ロ
キ　　　」

。「。　希螂題韓鵜離徹騨鵡三中隊

。
「
ｏ
日
□
冒
長
作
日
国
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⑨
　
。
「
ｏ
ワ
セ
リ
ン
」

。
「
ｏ
ワ
セ
リ
ン
」

⑩
　
。
「仙
台
鞘
重
兵
第
二
大
隊
第

一
中
隊
」

。
「仙
台
椰
議
懸
船
原麻一
瓢
釧
咄
酎
隊
　
」

三
ａ
ｔ
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Ｃ
層
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四
層

⑬
　
。
「
ｏ
予
備
徴
員
佐
藤
七
郎
」

。
「
ｏ
＝

廿

」

三
号
溝

⑬
　
　
「
ｏ
封
値
韓
」

の
　
。
「口
国
命
」

Ｌ
□
□
命
」

⑪

　

「□
□
□
□

弐
拾
六
□
□

」

②
　。「ｏ・，歩丘全空上ｆ勝琥斃曜庶副％」

。「。，歩丘盆空丁ｆ聯祓斃曜意可％」

④
　
。
「
ｏ
陸
軍
鞘
重
兵

一
等
卒
八
島
今
朝
治
」

。
「
ｏ
陸
軍
鞘
重
二
等
卒
菅
野
和
三
郎
　
」
　

　

Ｐω契
卜斐
ｏ
２
解

こ
れ
ら
の
木
簡
は
陸
軍
第
二
師
団
の
鞘
重
隊
が
廃
棄
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
年
代
の
明
確
な
遺
物
な
ど
か
ら
、
お
お
よ
そ
日
清
戦
争
前
後
か
ら

第

一
次
大
戦
前
後
の
年
代
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
木
簡
は
、
兵
士
個
人
へ
の
荷

物
の
送
付
に
使
わ
れ
た
荷
札
木
簡
や
、
軍
隊
内
で
の
用
品
に
付
け
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
七
三
点
の
う
ち
、
比
較
的
内
容
の
わ
か
る
も

の
二
三
点
を
掲
載
し
た
。
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ω
は
、
曲
物
の
側
板
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。

②
Ｏ
は
上
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
内
容
は

不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
人
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

い
は
、
木
目
に
沿

っ
て
割
れ
や
す
い
非
常
に

薄
い
板
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
上
下
左
右
と
も

に
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
墨
痕
は
確
認
で
き
る

が
判
読
は
で
き
て
い
な
い
。

９
　
関
係
文
献

東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会

『東
北

大
学
埋
蔵
文
化
財
年
報
四

・
五
』
盆

九
九
二

年
）東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

『東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
年
報

一
一
』
盆

九

九
九
年
）

同

『東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
年
報

一
八
』

（二
〇
〇
四
年
刊
行
予
定
）

（柴
日
恵
子
）
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